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本研究では，授業づくりにおける校内研修において，「研修転移理論」を導入

したシステムを構築し，二つの下位目的を設定する。一つは，教員個人と組織

全体にどのような影響を与えることができるのかを検討する。二つは，研究指

定校の知識資産をどの程度継承していくことができるのかを分析・検証する。

著者の勤務校の教員及び令和５年度まで勤務していた教員（令和６年度他校

勤務）を研究対象者とし，アンケート調査及びインタビュー調査，自己調整シ

ートを活用した分析・検証を行った。研修の構造設計は，研修の「前」から「後」

を一体として捉え，七つのサイクルを意識した研修計画を作成，実施した。

本研究の主たる成果は、以下の３点に整理される。

・ 研究指定校の知識資産を継承するための要因を明らかにしたこと

・ 本校の知識資産の継承が，教員個人の自己調整力の向上につながる可能性

を示唆することができたこと

・ 本校の知識資産を他校に拡散できる可能性を示唆することができたこと


